第5号様式

宛先　　　藤枝市長
藤枝市病院事業管理者　
一般競争（指名競争）参加資格継承審査申請書（物品の製造等）
　次のとおり、藤枝市物品の製造等の一般競争（指名競争）参加資格の継承について申請します。
なお、この申請書及び添付書類の内容については、事実と相違しないことを誓約します。
	申　請　日
	令和　 　年　 　月　 　 日
	継 承 年 月 日
	令和　　 年　　 　月　　　日


	1 申請者（受け継ぐ者）　　　※以下の項目に記入し、代表者印を押印してください。
	実印（代表者印）

	郵 便 番 号
	〒
	

	商号又は名称のフリガナ
	
	

	商 号 又は 名 称
	
	

	所 在 地
	
	

	代 表 者 役 職 名
	
	電 話 番 号
	

	代表者氏名のフリガナ
	
	ＦＡＸ 番 号
	

	代 表 者 氏 名
	
	Ｅ－ｍａｉｌ
	

	2 被 継 承 者　　　

	商 号 又は 名 称
	

	所 在 地
	

	役 職 名
	

	代 表 者 氏 名
	

	3 受任者（申請者が支店長等に契約手続きを委任する場合）　

	郵 便 番 号
	〒

	商号又は名称のフリガナ
	

	商 号 又は 名 称
	

	所 在 地
	

	受 任 者 役 職 名
	
	電 話 番 号
	


	受任者氏名のフリガナ
	
	ＦＡＸ 番 号
	

	受 任 者 氏 名
	
	Ｅ－ｍａｉｌ
	

	4 本申請担当者　（この申請書の記入を担当した方）　

	所  　 　属

	
	電 話 番 号
	

	
	
	ＦＡＸ 番 号
	

	氏   　　名
	
	Ｅ－ｍａｉｌ
	


※ 続けて　第5号様式の2　の記入をお願いします。
　第5号様式の2
一般競争（指名競争）参加資格継承審査申請書（物品の製造等）　(その２)
	5 継承理由　　※継承理由について該当するものに〇を付けてください。

	
	1
	入札参加資格者である個人事業主において、相続によりその営業を継承した場合

	
	2
	入札参加資格者である個人事業主により設立され、その営業の譲渡を受けた会社であって、当該個人事業主が現にその取締役に就任している場合

	
	3
	入札参加資格者である会社の取締役又は社員であった者であって、当該会社の倒産に伴いその営業の譲渡を受けて個人事業主となった場合

	
	4
	合併により新設された会社又は合併後に存続することとなった会社であって、その取締役に合併により解散した入札参加資格者である会社の取締役であった者が就任している場合
（新会社設立から2年未満で、合併前の消滅会社から業務を継承した場合）


	
	5
	入札参加資格者である会社から営業の全部又は重要な部分の譲渡を受けた場合
（営業開始から2年未満の者（法人・個人）が、2年以上ある者（法人・個人）から、営業の一部を譲渡された場合）



	
	6
	前各号に準ずると認められる場合


	6 継承希望営業種目
※被継承者が登録していたもののみです。追加がある場合は、変更届（第6号様式）が必要です。

	1
	
	6
	
	11
	

	2
	
	7
	
	12
	

	3
	
	8
	
	13
	

	4
	
	9
	
	14
	

	5
	
	10
	
	15
	


　　　　　　　
第3号様式

使用印鑑届兼委任状

令和　　　年　　　月　　　日

（宛先）藤枝市長

　　　　藤枝市病院事業管理者

　　　　　　　　　　　　　　

申請者　　所在地

（委任者）　商号又は名称

代表者職　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞（実印）
　　
下記の「１」又は「２」のいずれかを選択し記載してください。


１．代表者が本市と契約する場合

入札、見積り、契約の締結、代金の請求及び受領の際に使用する代表者印を、次のとおり届けます。

	使用印（注1

	角印（社印）


	丸印（代表者印）



２．受任者が本市と契約する場合

　私は、下記の者を代理人と定め、藤枝市との間における下記の事項に関する権限を委任します。また、入札、見積り、契約の締結、代金の請求及び受領の際に使用する受任者印を、下記のとおり届けます。

記

委任事項

	受任者（使用印）（注1

	角印（支店印等）


	丸印（支店長印等）




　
１　入札(見積り)に関する権限

　２　契約締結に関する権限

　３　代金の請求及び受領に関する権限

４　復代理人の選任に関する権限
　５　前各号に付帯する一切の権限
委任期間　令和　　年　　月　　日　から　令和　　年　　月　　日　まで
受 任 者　 所在地

（委任先）　商号又は名称

役職　氏名　　

　　　　　　電話番号

ＦＡＸ　　

         　 Ｅ－ｍａｉｌ
（注1　　丸印は必ず押印し、角印は丸印と併せて使用する場合に押印すること。
第4号様式

誓　　約　　書

当社又は当団体は、下記の事項について誓約します。

また、藤枝市が暴力団排除に必要な場合には、別紙、役員等名簿の提出を求め、静岡県警察本部（藤枝警察署）に照会することを承諾し、照会で確認された情報は、今後、当社又は当団体が藤枝市と行うほかの契約等における身分確認に利用することに同意します。
記
１　　当社又は当団体の役員等は、次に揚げる者のいずれにも該当しません。
(1) 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号。以下「暴力団対策法」という。）第2条第2号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）

(2) 暴力団員等（暴力団員（暴力団対策法第2条第6号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）又は暴力団員でなくなった日から5年を経過しない者をいう。以下同じ。）に該当する者。
(3) 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的をもって、暴力団又は暴力団員等を利用したと認められる者。
(4) 役員等が、暴力団又は暴力団員等に対して資金等を供給し、又は便宜を供与するなど直接的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると認められる者。
(5) （１）から（４）に該当するもののほか、役員等が、暴力団又は暴力団員等と密接な関係を有していると認められる者。
(6) 役員等が、下請契約、資材又は原材料の購入契約その他の契約の締結に当たり、その相手方が（１）から（５）のいずれかに該当することを知りながら、当該契約を締結したと認められる者。
２　　１の各号に揚げる者が、当社又は当団体の経営に実質的に関与していません。
３　　本契約に関し、当社又は当団体が下請負者（下請が数次にわたるときはそのすべてを含む。以下同じ。）を使用する場合は、当該下請負者が上記１に該当しないことを書面で確認します。
４　　本契約に関し、当社若しくは当団体又は下請負者が暴力団員等による不当要求を受けた場合には、断固としてこれを拒否し、速やかにこれを警察本部又は所管警察署に報告し、必要な協力を行います。

５　　上記１～４に反する場合の本契約の解除等、藤枝市が行う一切の処置について異議の申し立て、また、本契約解除によって生じた損害の賠償請求も行いません。

令和　　年　　月　　日

藤枝市長　殿

藤枝市病院事業管理者　殿
所在地

商号又は名称

代表者役職氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（実印）
